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▶卒業生である秋篠誠司さんが昨
年に引き続き門松を設置してくだ
さいました。ありがとうございます。

　新年あけましておめでとうございます。
　2024年は元旦から能登半島を中心とする大きな地震に見舞わ
れ、その後も台風や大雨による自然災害を経験し、同時に記録
的に暑い夏や残暑に苦しめられた一年でした。それらの災害か
らの復興事業もいまだに十分とはいえない状況におかれていま
す。コロナ禍については、一昨年の春に感染症の５類に分類さ
れ、以前のように特段に強い規制がかけられることはなくな
り、社会活動を取りもどしてきて、昨年の間にはコロナ禍は過
去の混乱ととらえられる場面も現れ始めました。ただ、この感
染は完全には終息していませんし、コロナ感染が拡大した2020
年からこれまでの間に社会に与えられた多くのダメージから
は、まだ十分に立ち直れていない状況です。加えて、世界のど
こかで新たな感染症拡大の兆しがあるとのニュースも続き、気
を抜けない毎日を過ごしています。国際情勢についても、東欧
での戦争や中東での混乱などが継続し、近隣の国々との間でも
様々な形での緊張関係が次々に報じられ、なかなか明るい展望
を見通せないこの頃です。2025年に、これらの困難な状況のい
くらかでも解決の糸口につながる展開が生じることを願ってい
ます。
　そんな2024年でしたが、大分学習センターとしては開設30周

年の記念すべき年でした。それを記念して、11月16日（土）午
後、大分県立図書館で大分学習センター開設30周年記念式典、
記念講演会を行いました。記念式典では放送大学の髙橋道和理
事長から式辞を頂戴し、記念講演会では岩永雅也学長に「日本
の生涯学習と放送大学～義務でもない権利でもない学びの世界
～」というタイトルでご講演をいただきました。地域の自治体
や大学等の教育機関からも責任者の方々のご臨席を賜ると同時
に、九州の学習センターからは所長の先生方や事務長の方々が
お祝いに駆けつけてくれました。また、元所長の前田明先生、
前所長の古城和敬先生や客員教員等で大分学習センターの活動
に貢献していただいた教員の方々もご出席くださり、多数の学
生や卒業生の皆さんのご参加もいただいて、盛大にお祝いの式
典・行事を行うことができました。ありがとうございました。
　新年に入り、第２学期も終盤を迎え、本センターでの面接授
業もすべて終了し、そろそろ学生の皆さんは１月半ばから始ま
る単位認定試験に向けて準備を進めておられる頃かと思いま
す。しっかりと準備をし、好成績が得られるよう努力を継続さ
れることを期待しています。そんな準備の際に、得心の得られ
ない箇所や今一つ理解が難しいところなど出てくることもある
かと思います。そういう際は、積極的にセンターの学習相談を
ご活用ください。客員教員の先生方、私を始めセンターの職員
は、可能な限り皆さんをサポートす
る体制で待っています。　
　本年が皆様にとってよりよい一年
となることを祈念しています。

新年のご挨拶

大分学習センター所長  越智 義道



客員教員からのメッセージ

　大分学習センターで客員教員として昨年の10月から学生さんと共に
学ぶ機会を頂きました。よろしくお願いいたします。

■ Docendo discimus
　私の好きな言葉は、ギリシャ語で「Docendo discimus」です。カタカナ
読みでは「ドケンドー ディスキムス」となります。日本語に訳すと「我々
は教えることによって学ぶ」という意味です。この言葉は、SNSの自己紹介
欄にもよく使っています。
　教員という職業は、一般的には自分の知識を学生に伝える、すなわ
ち、自分が持つ学術的な概念を学生に共感してもらう行為だと捉えら
れることが多いように思います。長く教員を務めていると、学生に通じや
すい教え方を自分なりに確立しているだろう
と思われがちです。しかし「なぜこの説明で
は分かってもらえないのだろう」と感じること
が常で、実際には、学術的な概念を伝える普
遍的な教え方というものは存在せず、教科書
通りのやり方だけで十分とは言えません。
　学生はそれぞれ異なる背景や考え方を
持っており、学生にとって理解しやすい言葉
を選び、身近な例を用いて説明を試みます。
この試みの中で、学生から学ぶことが非常に
多くあります。まさに「教える」という行為を
通じて、自分自身も多くを学んでいると実感
します。その意味では、「教える」というより
も「共に学ぶ」という表現のほうがしっくりき
ます。
　「Docendo discimus」というギリシャ語の
言葉は、どこか哲学的で格好良く感じられま
す。一方で、「教える」という職業がもたらし
がちな「教えてやっている」という勘違いを
正す効果もあるように思います。この言葉
は、教育の本質を一言で表しており、私自身
も教育における姿勢として常に意識するよう
にしています。

■ コンピュータビジョン
　私の専門はコンピュータビジョンであり、数学を駆使して計算機に人
間の視覚のような機能を持たせる仕組みを探求する分野です。この分
野は、古くから続く視覚研究の一部であり、現在では人工知能研究の
重要な一端を担っています。
　視覚を解明するためには、一般的には眼球や脳を解剖してその構造
を調べたり、特定の部位に電極を当てて微弱な信号を解析し、その機
能を推定したりする方法が考えられます。また、人間がどのように「見て
いる」あるいは「見えている」と感じているかを内省的に分析したり、ア
ンケート調査を行ったりすることも方法の一つです。
　しかし、コンピュータビジョンではこれらとは全く異なるアプローチ
を取ります。この分野では、撮影対象となる世界を3次元空間として捉
え、撮影された画像を2次元空間として扱います。それらの関係性を、
純粋に数学的な視点から考察し、視覚の仕組みを解き明かそうとする
のです。

■ 心理的実在，工学的実現
　私が研究者としてスタートした頃、あるプロジェクトに所属し、視覚
機能の一つである物体認識、つまり「画像に何が写っているかをプログ
ラムで出力できるようにしなさい」というテーマに取り組みました。当
時、コンピュータビジョンの黎明期であり、私自身はその存在を知りま
せんでした。そのため、いわゆる「画像処理」と呼ばれる技術を用い、
視覚に似た働きを再現しようとする、非常にアドホック（行き当たりばっ
たり）のアプローチで研究を進めていました。
　振り返ると、当時の私は「研究とは何か」、特に工学における研究ス
タイルを見いだせていなかったように思います。同僚たちが次 と々論文
を量産する姿を横目に、悶 と々した日々を過ごしていたのを今でも鮮明
に覚えています。
　プロジェクトの代表である先生（以下「ボス」）からは、研究の評価
基準として「心理的実在」と「工学的実現」の二つを求められました。

「心理的実在」とは、人間の視覚プロセスに似た処理をするだけでは
なく、人間が実際に行っていると思えるプロセスを追求することを意味
します。「工学的実現」とは、科学的知識や技術を活用し、それを実際
に実現することを求めるものでした。
　ボスは人間の知能を解明するため、工学分野だけでなく心理学分野
にも手を広げており、その中で培った二つの評価基準でした。当時駆け
出しだった私にとって、それらを疑う余地など微塵もありませんでし
た。
　「工学的実現」については、コンピュータ上でプログラムを書くこと
で何とか満たしていたものの、「心理的実在」は大きな壁でした。視覚
の仕組みに関するさまざまな提案を行いましたが、そのたびに「人間は

そうはやっていない」と一蹴されることが続
きました。
　そんな中、学会での出来事が転機となりま
した。ボスがいつものように他の講演者に
「人間の意識に基づいたプロセスで考える
べきでは？」と質問した際、その講演者がこ
う答えたのです。「人間の脳内では、意識が
及ばない部分でいくつものプロセスが同時
並行で動作しています」。つまり、意識に従っ
た仕組みだけで視覚を考えることには限界
があると気付かされたのです。脳は、意識と
は異なる並列処理やネットワークで機能して
いる――この言葉に目から鱗が落ちた瞬間
でした。
　プロジェクト終了後、私は「心理的実在」
という評価基準から一旦距離を置き、工学
で一般的な評価基準である「軽薄短小」に
重きを置くようになりました。これは、人間の
感覚や思考に似ているかどうかといった価
値観を問わず、処理速度、効率、負荷、規模
など計量可能な尺度で方式の優位性を主張
する考え方です。このアプローチを取り入れ
たことで、少しずつではありますが、自分なり
の研究スタイルができていきました。
　行き詰まったときは「盲目的に信じている

ものを疑え」――これが私の研究ポリシーです。このおかげで随分と
疑い深くなったかもしれません。また、背景にある原理や評価基準にも
注意を払うようになりました。それが変化することで、同じ研究結果で
も良くも悪くもなることを実感しています。

■これからの人工知能
　ニューロンが並列に発火しながら信号を送り合う脳細胞を模倣した
ニューラルネットワークの研究は、進化を続けています。現在では、深
層学習と呼ばれる巨大なネットワークに効率的に学習させる手法が、人
工知能研究の主流となっています。その成果は目覚ましく、クイズ王や
チェスの世界チャンピオン、かつては人間の独壇場とされた将棋のプ
ロ棋士にも勝利を収めました。AIのゲームプレイは、まるで凄腕のプロ
のような雰囲気を漂わせています。これらの事例は、ボスが強調してい
た「心理的実在」をまさに体現しているように思えます。
　私の研究分野であるコンピュータビジョンも、指紋認証、顔認証、商
品検査、一般物体認識、自動運転など、多くの実用例として世の中に浸
透しつつあります。
　今こそ、ボスが繰り返し説いていた「心理的実在」が注目されるべき
時代が来たと直感しています。時間の経過とともに評価尺度が再び変
化し、それに伴い新たな研究分野やテーマが誕生することを大いに期
待しています。

■おわりに
　月に一度のカフェ（コンピュータビジョンとAI）では、これまで取り組
んできた研究をいくつか例に挙げながら、コンピュータビジョンや人工
知能における私の挑戦の足跡を題材に、学生の皆様と気軽に雑談を楽
しんでいます。また、コンピュータビジョンの基礎についても話題に
し、新たな視点や興味を共有できればと考えています。人工知能と暮ら
す新しい時代を皆様と模索することを心より楽しみにしています。

人工知能と私
客員教員

大城　英裕
（大分大学　理工学部助教）

カフェ　／第1水曜日　　14：00～16：00
学習相談／第2水曜日　　15：00～16：00
　　　　　第３・４水曜日　14：00～16：00
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学習相談について

廃棄雑誌をお譲りします廃棄雑誌をお譲りします
ご希望の方は２月15(土)～３月16日(日)の期間中、学生控室にお越しください。

事前予約は受け付けません。なくなり次第終了です。

【雑誌種類一覧】 AERA、臨床心理学、NATIONAL GEOGRAPHIC(日本版)、Newton、英語教育、週刊文春、
　　　　　　　 婦人公論、月刊セーノ！、文藝春秋、サンデー毎日、数理科学、栄養と料理

温泉・河川・水の知識を習って環境に詳しくなることも
出来ますが、教育学部の先生なので教職関係の相談
にも乗ってもらえます。特に理系の論文の書き方や説
明文の読解など、根を詰めてしまいがちな作業を先生
との対話で一息入れながら行ってみませんか。

知って得する！  学習相談 ご不明な点はメール oita.center@gmail.com や
電話 0977-67-1191 でお気軽にお問い合わせください。

左記の大城先生を始め、当センターでは越智所長を含む８名の先生方が学習相談で皆さんのサポートをしてくれています。毎月の
ご案内でも各先生の専門分野をご紹介していますが、そこでは明かされていない情報も踏まえ、今一度振り返ってみましょう。

越智義道所長(統計科学) 
統計に関する専門的なことはもちろんですが、パソコンの知識にも長けているため、扱いに困った時は遠慮なく頼りましょう。特
にこれから購入をお考えの方、是非一度ご相談ください。より学習に適した使いやすいパソコンを教えてもらえます。それだけ
でなく勉強の進め方や卒業研究のテーマ設定等、学習全般の相談にも応じてもらえます。基本的に所長の出勤日なら随時受け
付けているので、日時の融通が利きやすいこともポイントです。

パソコンについて、初心者の方からスキルアップを目
指す方まで多くの方が相談なさっています。課題提出
や試験など、さまざまな学習シーンでパソコンが必要
になっています。お困りの際は一人で悩まずに相談して
みると、問題解決の糸口がきっと見つかりますよ。

言語の習得は何よりも言葉に馴染むことが大切
です。先生は会話に重きを置いているので、耳か
ら口からどっぷり英語に浸れる時間を過ごせま
す。それでは全くわからないとの心配はご無用で
す。日本語での質問もOKなのでLet’s try！

センターウェブサイトから学習
相談票をダウンロードしてメー
ルに添付、またはセンター受付
の用紙でお申し込みください。

空き状況確認にはセンター
ウェブサイトのカレンダーを
ご利用ください。

小野貴美子先生(臨床心理学)
日々の中での迷いや不安を優しく
受け止め解してもらえるので、どう
ぞ気後れすることなくお申し込みく
ださい。随時受付です。ご都合の良
い時をお知らせください。

鈴木晶先生(インバウンド観光・日中観光)
14:00～16:00
たまたま目にしたり耳にしたりした中国語、理解できたら楽し
いだろうなと思ったら先生の出番です。意味も発音も教えて
もらえて、中国語がぐっと身近になりますよ。図書館にある
先生の著書「やさしい中国語」を読んで、知りたいところを尋
ねてみるのもお勧めです。

臨床心理学の世界にもっと触れてみたい方、その道の先輩
である先生から専門知識を教わってみませんか。豊かな経験
に基づいたお話は学びに深みをもたらし、将来資格の取得や
心理職に就くことを考えられた際にも大いに役立つことで
しょう。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も

受
け
ら
れ
ま
す

火
曜日

木
曜日

金
曜日

シャーリー・ジェラルド先生
(英語・外国語教育)　14:00～17:00

鈴木雄清先生(教育工学・教授システム学)
14:00～16:00

渡邉亘先生(臨床心理学)
15:00～17:00

大上和敏先生(化学・環境科学) 10:00～12:00
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・インターネットを通じ「Web単位認定試験システム」にアクセスして受験します。
・試験期間中は自宅等から24時間いつでも受験できます。

・1科目50分の制限時間があります。（一時停止不可、1回のみ受験可能）
・出題形式には「択一式」「記述式」「（択一式と記述式の）併用式」があり、各科目の出題形式は「授業
科目案内（授業科目講義概要）」に掲載しています。
択一式問題　選択肢をクリックすることで解答します。
記述式問題　解答記入欄に文字入力することで解答します。

放送大学本部より下記の書類が送付されています。使用可能物品等、単位認定試験について詳細な案内が
記載されていますので、必ず確認してください。なお、1月10日（金）になっても、受験票が到着しない場合、
あるいは紛失した場合は、大学本部にご連絡ください。（TEL：043-276-5111　学生サポートセンター）

Web受験方式

・「行政学講説（'24）」（記述式）、「正多面体と素数('21)」(記述式)、「日本美術史
の近代とその外部('18)」(記述式)、「量子化学('19)」(併用式)の4科目のみ、郵

送試験で実施します。
・1月上旬ごろに大学本部から送られる問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて、郵送で解答を提出し
ます。
・試験時間の制限は行いません。提出期限内に解答を作成し、提出してください。

郵送受験方式

2024年度第2学期単位認定試験は以下のとおり、Web受験方式（一部科目については郵送受験方式）にて実施します。

システムWAKABA→学内リンク→Web単位認定試験→科目一覧「Web単位認定試験体験版」

１，単位認定試験通知（受験票）
２， 「単位認定試験受験に際しての注意事項」及び「試験問題の公表」について
３，Web試験のアクセス方法について

・カフェ、学習相談、サークルはお休みです。
・図書室内での受験は出来ませんが、学習は可能です。
・学生控室にあるテレビは視聴できません。
・試験を行っている教室もあります。お静かにご利用ください。

実際の受験の際にスムーズに操作できるよう、試験期間前までに、必ず体験版を操作しておいてください。

不明点などありましたら、大分学習センターへお問い合わせください。操作体験のご案内も行っています。

2． 実施方法

3． Web単位認定試験体験版について

4． 受験票とその他送付物について

5． 単位認定試験期間中の大分学習センターの利用について

1． 試験実施期間
実施方法 出題形式 試験日程　（郵送試験は提出期間）

Web試験
 択一式科目 2025年1月19日(日)　9:00～1月27日(月)　17:00

 記述式・併用式科目 2025年1月19日(日)　9:00～1月23日(木)　24:00
郵送試験 すべての出題形式 2025年1月19日(日)～1月23日(木)≪必着≫

単位認定試験について

4



授業日 科目名 担当講師
（敬称略） 科目区分

導入科目　人間と文化
導入科目　自然と環境
導入科目　社会と産業
専門科目　自然と環境
専門科目　心理と教育
専門科目　心理と教育
導入科目　人間と文化
導入科目　情報
専門科目　生活と福祉
導入科目　生活と福祉
専門科目　生活と福祉

専門科目　生活と福祉

導入科目　自然と環境
基盤科目　外国語
専門科目　心理と教育

ことばと社会を知るための方言学
大分の災害と防災
大分県における国際観光
微分積分と差分和分
心理学実験3
心理学実験1
絵本で耕す声の世界
生成AIの活用
脳の働き方と故障
健康と生活を支える看護
身近な栄養学

東洋医学・鍼灸と食養生

SDGsにおける生物多様性戦略
基礎英語学習ワークショップ
認知行動療法入門

松田　美香
鶴成　悦久
鈴 木 　 晶
石崎　克也
麻生　良太
矢島　潤平
花 坂 　 歩
鈴木　雄清
櫻井　芳雄
安藤　敬子
牧 　 昌 生
杉若　晃紀
木場由衣登
市橋　香澄
永野　昌博
Shirley Gerald
川 崎 　 隆

PC持参必須
の科目
●

●

●

●

4月19日,20日
4月19日,20日
4月26日,27日
4月26日,27日
5月10日,11日
5月17日,18日
5月17日,18日
5月24日,25日
5月24日,25日
6月14日,15日
6月14日,15日

6月21日,22日

6月21日,22日
6月28日,29日
6月28日,29日

2025年度第1学期の科目登録について2025年度第1学期の科目登録について

2025年度第1学期大分学習センターで開設予定の面接授業は以下の通りです。なお、授業概要等の詳細につ
いては、シラバスまたは「2025年度第1学期面接授業時間割表九州・沖縄ブロック版」をご確認ください。

次学期の科目登録・継続入学のための各要項が、大学本部より 1月中旬頃に届きます。
科目登録申請・継続入学出願の際は、各要項および『学生生活の栞』を必ずお読みください。

2025年4月以降も学籍が続く方（科目登録申請の手続き）

2025年3月で学籍が切れる方（継続入学の出願手続き）

継続入学で入学学期当初から面接授業を登録したい方

　　　　　　　　　　　　　  第1回  11月26日（火）9時～2月28日（金）24時
　　　　　　　　　　　　　  第2回    3月 1 日（土）0時～3月11日（火）17時
システムWAKABAから手続き

システムWAKABAから手続き …………2月13日(木)9時～2月28日(金)24時
郵送で手続き（科目登録申請要項）……2月13日(木)～2月27日(木)
※2月5日(水)になっても届かない場合は大学本部にご連絡ください。

私書箱必着

　　　　　　　　　　　　　  第1回  11月26日（火）～2月28日（金）
　　　　　　　　　　　　　  第2回    3月 1 日（土）～3月11日（火）
郵送で手続き
（出願票他提出書類セット）

私書箱必着
私書箱必着

期限内（2月13日(木)9時～ 2月28日(金)24時）にシステムWAKABAから出願してください
※郵送での受付はできません。
※面接授業だけの出願はできません。あわせて放送授業またはオンライン授業を1科目以上登録してください。

2025年度第1学期面接授業開設一覧
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開設30周年記念式典・講演会
　1994年に大分市野田にある別府大学大分キャンパスに開所した大分学習センターは、2024
年をもって開設30周年を迎えました。これを記念して、放送大学本部より髙橋理事長・岩永学
長をお招きし、記念式典・講演会を開催しました。関係機関より多くのご臨席を賜り、無事に開
催できましたこと感謝申し上げます。
　今後も大分学習センターをよろしくお願いします。

開設30周年記念式典
記念講演会
2024年11月16日（土）
大分県立図書館「視聴覚ホール」

大分学習センター 

6



〇パソコン初心者講習会(2日間) 2月  8日(土)～9日(日)・大分学習センター教室1
〇卒業研究最終発表会 2月15日(土)・10時～・大分学習センター教室1
〇グラウンドゴルフ大会 3月  3日(月)・10時～・別府大学グラウンド
〇ゴルフ大会 3月10日(月)・トライアル ゴルフ＆リゾート
〇学位記授与式・入学者の集い 3月30日(日)・10時～・大分学習センター教室1

今後の学生行事予定

自然探勝と食味の会
昨年の春開催に続き、今年も由布院の
水地公民館で開催しました。
前日の大雨が嘘のような快晴の中で、
山に入り原木のしいたけ狩りなどを体
験しました。美味しいごはんご馳走様
でした！

学生研修旅行
今回は阿蘇・小国へ行ってきました。雄大な阿蘇山に圧倒さ
れ、美味しいランチでお腹も満たされ、道の駅でお買い物、
そして新千円札の顔、北里柴三郎の記念館で偉大な歴史に触
れ、とても充実した研修旅行となりました！

11月3日

明日を語る交流の集い
今年は満員御礼の忘年会となりました。
前田元所長も参加されて皆さん思い出
話にお酒が進んでいたようです。普段
お話しする機会が少ない方とも交流が
でき楽しい時間を過ごせました。

11月23日

12月7日

学生行事のお知らせ
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1月1月

月 火 水 木 金 土 日

3月3月
月 火 水 木 金 土 日

2月2月

月 火 水 木 金 土 日

 1 ～ 3日 年末年始による閉所日

 18～19日 大学共通テストによる臨時閉所日

 19～27日 単位認定試験期間

 2日 オープンキャンパス
 3日 グラウンドゴルフ大会
 10日 ゴルフ大会
 30日 学位記授与式・入学者の集い

 2日 オープンキャンパス
 4日 別府大学入試による臨時閉所日
 8日 公開講演会 
 8～9日 パソコン初心者講習会
 15日 卒業研究最終発表会
 16日 オープンキャンパス

今後の予定（1月～3月） 塗りつぶしは閉所日です。

本年度より「大分学習センター利用の手引き」は、ＨＰにアップしておりますので
各自印刷してご利用下さい。

※日程は変更になる場合があります。最新の情報は学習センター掲示板、
ウェブサイトにてご確認ください。また、お気軽に電話ください。
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設置場所を皆様の目につきやすいところに変更しました。この意見箱は、日ごろセンターに感
じていることを遠慮なく伝えてもらうためのものです。こうした方がいい！や、普段言いにくい
ことなど書き連ねてください。一度この機会に、意見箱を見に行って、言いたいこと言って（書
いて）みてはいかがでしょうか。たくさんのご意見お待ちしております！

意見箱が装いも新たにリニューアルしました！

学生控室の窓際のテレビ横に設置しています！▶

い
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